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技術概要
　多くの鉄鋼材料におけるマルテンサイト相
は、強磁性で硬い性質を有する。一方、オース
テナイト相は常磁性で柔らかい。本技術は、マ
ルテンサイト相を多く有する鉄鋼材料に対し、
適切な条件でショットピーニングを施すこと
で、加工表面近傍におけるマルテンサイト相を
オーステナイト相に逆変態させる技術である。
また、この技術は、鉄鋼材料表面における強度
付与および磁気特性制御が可能である。

背景・従来技術
　従来、材料内部にマルテンサイト相を持ち、
材料表面近傍にてオーステナイト相が分散する
鉄鋼材料の製造は困難であった。そのため、マ
ルテンサイト相を多く有する鉄鋼材料表面に

オーステナイト相を分散させるためには、2種
類の鉄鋼材料を接合する方法が行われていた。

特徴
　本技術は、マルテンサイト相を多く有する鉄
鋼材料にショットピーニングを施すことで、加
工表面にオーステナイト相を生成する技術であ
る。この技術は、加工表面組織が微細化するた
め、材料表面の硬さを向上させると共にオース
テナイト相分率を制御することができる。

実用化イメージ
　この材料表面は、常磁性のオーステナイト相
が分散し、高い硬さを持つ。そのため、材料表
面の磁性が問題となる金型や刃物の素材として
利用可能である。
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・ショットピーニング装置
・硬さ試験機
・光学顕微鏡
・走査型電子顕微鏡
・引張圧縮試験機
・ヤング率測定装置

・金属材料の表面改質に関する研究
・鉄鋼材料の組織制御に関する研究
・金属材料の組織解析に関する研究

共同研究を希望するテーマ利用可能な設備・装置

　本研究室では、本技術の効果を Fe-Ni 合金、SUS301 および SUS304 にて確認をしております。
鉄鋼材料に限らず、他の金属材料の表面加工技術に関する共同研究も歓迎いたします。
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材料工学

圧延加工を施した SUS304 へのショッ
トピーニングに伴う組織変化。加工に
よって，常磁性のオーステナイト相が
増加している。

ショットピーニングを施した SUS304 圧延材における加工表面
近傍の微細組織。カラーマップは板面結晶方位を示す。加工に
よって組織が微細化している。


